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1．目 的  

肉豚生産費の節減をはかる一方策として、都市近郊養豚では、食品製造相類が利用されている  

が、これらの飼料価値については、未だに解明されてぃないものがあるので、その有効利用をは   

かるために、これら飼料資源の栄養価値を調香して、その適正利用の方法を知る（   

2，試験構成  

A 養分愚忙関する試験  

一般組成おエび消化率   

B 肥育試験  

発育、肉質および飼料の経済性   

説 対象飼料  

屠セ／ベイ、ラーメン屑、フライミ・－ル、ミートミ→ルであり、これら飼料のうち、屠セノベ  

イを除き、すで忙養分景に関する試額を終了しでハるので、これら胱、肥育試験の対象飼料とし   

て供試し、屑七／ベイにつぃては、養分竜ぉよび肥育の両試験を行った。  

A袈分環状讃する試験  

（1）試験方法の概要  

供試豚は、当機生産のランドレースおよび大ヨ∴－クツヤー種4頭を用いて各個体毎にケー  

ジ忙収容し、糞尿を分離採煎できるエう、夫々受皿を設けて毎朝1同これを杵果し、消化茎  

の測定は全糞採取法rてよって常法に従って行った。  

（2）試験の結果  

1） 供試飼料の組成多  

粗蛋白質  別旨肪  ロ  粗級維   粗灰分．   有機物   

熱  い5・82  15．17   2．05   55．54   15．17．   2，2 5   8 5．9 5   

鮭匝ン叫い2・45  
エ る9   10．2（）   55．28   12．2 0   2．2 0   

85．57l   
セソベイ周  12．89   ム5（ト  14．9 7   占 2．9 0   2」〕0  0．94  

8＆17！   
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2） 消化率牒  

区  分   粗蛋白質   粗 脂肪   N】F E   組織塵   有機物   

鷲   81．1占   占5．7 5   890 7   7 る．51   85．29   

杜十セソベイ   占 7［1   84．4 4   9 5．15   87こ2≡   8B．8d   

iセ／ペイ府   58．8 4   85．4 9   9 0、5 5   2ス18   8占＿5る   

5） 飼料価値 （可消化華分）  

‾■‾一‘   
区   分   楓蛋白質   得脂肪   粗横維   有閑物   可隠化泰分総量   

梵   1n．占9   1．5 5   ＝＝7   1C．0 8   7D．59   75．2占   

魅十セノベイ  5．1△   軋82   51．48   10．d4   75．8占   8¢・＝   

センベイ屠  5・71   12．50   占2一占口   口．55   74・42   94．98  

すなわち、セ／ベイ層の発着価は製造過程忙ぉいて摺物性抽を用tハたものを含んでぃるため   

に、TDドが94と高カロリーとなってお少、反繭DCf■は5・7と低く、これを有効利用守る   

忙は、蛋白質飼料を補強する必要がちる。  

B 肥育試験   

1．試験方法  

（1）供試蕨  

当場生涯の大ヨークシャー穫の子豚から、去勢雄d沸、錐2頭を供■試し、これを平均体  

竃がほゞ等しくなるよう2区に区分した。   

（2）試験期間  

群平均体賽約27軸～約95勒到達まての昭和4占年10月8日から、対照区は昭和47  

年2月5日、試教区は同年2月22日ず1㌔  

（3）管 理  

供試嫉は10．8㌦√り側方排米所型豚房た群飼とし、－－叔管理軋当ご埠の斬〒にエっで行った。   

（4）給与飼料と塘与田鹿  

対照区忙は検定飼料1号おエぴ’2号を、■試験区忙は下記忙示す雑飼料を配合した試験飼  

料を1日2回に給与した。  
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試験区飼料と配合賽  

ルシ′ウム  ヰ■旨  DOP  仙－「 でDN  1．5  P・5  14．5  84】   
区 分  屑センレくイ  屑ラーメ／  フライミー→レ  ミートミ   

配合率  10＄  50   10  1  5  

2．試験の結果   

川 採食状況と健康状態  

試験期間中の1日当少採食畳ほ表1に示すとおりであ少、対照区は、顆ね良好であった  

が、試験区昧、給与飼料が高カロリーーでもあるために、採食畏が少夜かった。  

表1．1日1頭当少採食量  

採 食 畳  n  ■ 採 食 量  
体  重  ・体重   体重  

対照区  試験区  【   対照区  試験区  対照区  試供区   
以上  未満  

Kグ  晦  
25K9～28鼠ダ    1．5  1，2   ～49  1．8   1．5  ′■■）占7  2．4   1．8   

～51   1．4   1，2   ～55  1．9   1．dt l  ・‾）71  I2・5   1．9   

′－・54   1．5   1．2  ～57   2．0   1．占  ′－′7占  2．7   2．0   

～57   1、5   ・、ノ59  2＿2   1＿占  ・－ノ85  2．8   2．ロ   

～42   

1．占  

1・8】1・5   妻～占5  2．5   1・占 t  5 γ8る  5．0  2，1   
′）45   1・S】1－4   】！～占5  2．5  い7  ′）95  5．0  2．て   

（2）発 育  

発育成績は27晦から95Ⅹクまでの所苛日数で、表2に示すとおカ対照区121日に対  

して  

表2．発育成級  

所 要 日 数  
区  分  

27句～5‘馳  5‘R㌢〉95Ⅹク  ～7柑、ノ95Ⅹダ  27Rダー5的  5‘K㌢－95Kダ  27柑－ノ9動   

対照区  日   
日   

5 8   
ダ   

臼  夢    グ  

武威区  d7   71   121  4d2士5．5  占る8士57  5ム1士15        158  457士？る  548士58  494士29！   
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試験区は158日と17日の遅れをみたゝめに、1日平均増体重では、表2に示すとお虻、  

対照区5dl七15グ陀対して、試験区は495士29グと劣ってお少、表5に示すように   

27Eクから、95Kク間の1日平均増体重については  

表5－（1）前期間の1日平均増体重有意差検定  

区 分  個体数】自由度  1日平均増体重  平方和   t 検 定   

対照区   4  5   4 占 2   4．475   u＝54．7   

試験区   4  5   4 5 7   2．779   t＝1・2＜4・5（p＝5肇）   

都＝占   ．差＝25   和＝1254  

表5－（2）後期間の1日平均増体重有意差検定  

区 分    自由度  1日平均増俸重   
】   

対照区   4】う  占 占 8   5，d25   u＝5（i．7   

【試験区   4  5   548   15，7占l   t＝5・7＜4・5（p＝5宛）   

凍＝d   1差二120   
u  弓  

棄5－（3）全板間の1日平均増体重有意差検定  

t 検 定   

対照区   4   5   5占1   9D5   u＝＝2る．7   「■▼ 区 分  】個体激  自由度  1日平均増俸夏  平方和                  試験区  4  5  49 4  5，58 1   l＝4．4＞4．5（p＝5落）  

】   和＝占  こ差＝占7   和＝4，284  

有意性が認められた。   

（3）飼料消費量   

試験期間中における飼料消費竃は、表4k宗すとおづで、試験区は対照区に比べて、52   

晦少なく、従って飼料要求率でも対照区の5．＝に対して、試験区は5．18と低いが、こ  

れを養分意で比較すると、  
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表4．飼料消費量  

飼 料 消 費 量  飼 料 要 求  
区  分  

対 照区  85．d軸  1d2．9晦  2ヰ85軸  2，94‘   

試験区  82＿0  】1う4・5   21ム5   2，84   27～5占勒  5る～－95Ⅹク  27～95軸  27”5る晦  5ム～95晦－             4．2 0            ■5．45  
衆5に示すエうに可硝化和讃白質では対照区がヤゝ多く、可消化舘分紙畏では反対に試供区  

がヤゝ多くを消費していた。  

表5．蓉分所要畳  

区 分   飼 料 所 要 毘  
養 分 丑  
DCP   でDN   

鞄   対照区     Kク 検定1号85▲占     勒 検定2一号1占2．9  計248．5  51．55  1占975   
試験区   試 験 飼 料  21ふ5勒    50．9占  181，8‘   

1軸増体当カ  

T D Ⅳ量  

この結果は、神奈川県畜産試験場の発表による「賽豚飼串の高エネルギー化に関する拭放」   

にみるとかり高エネルギ【飼料K封ける蛋白水準の影切によって、肥育前期問の飼料要求率   

は対照区と比べて、それ程低くはないが、肥育後期托ついては、飼料要求率がかな少低い結   

果を得ていろことから、本試験飼料の栄蓉率4．87は肥育後期用としては妥当であったが、   

前期用として吋、その東尊家がヤゝ広く、これを4，2程度に改善することに上って、飼料の   

利用性を向上し得たものと考えられる。  

（4）屠体調査成徳  

試験麿了後常法に従って、供託豚をと殺解体し、調査を行った結果は表ムから乗8忙示す   

とお少である。   

表d．脂肪層の厚さ  

背 部 脂 肪  顆 部 将 肪  
区 分  

カ タ   セ   コ  シ′  平 均  前  中  後  平 均   

対 照 区  4．1合Ⅶ   t訂澗  2．ム仰  2．8所  D．9C研  1．0（椚  2．9G¶  1．．占Cm   

試 験 区  4．0   2．4   5．1   5．2   1．0   1．2   5．1   1．8   
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表7 と体測定値  

絶食   冷 と   と 肉   と   背  脛  長  と  
区分  

体重   体重   歩宵   体長   2   5   体慣   

対照区   92．9軸  d2．5晦  d71雰  194・1珊  7鼠4珊  占91仰l  51．4（刑  54．OdⅥ   

試験区   95＿5   占エ4   70・7   95．9   795   d99   51．1   54．5 ■■   

ロ   ーー・  ．ス  大判肉片の割合  
区分  

周囲長   断面積   カ タ   ローセス∈バラ  ノヽ ム   

対軍区   1‘．5（Ⅶ  18．8d  55＿2雫  54．1渇  52．7 

試験区   15．d   1ス4   52．4   55．d   52．0   

表8．肉質評価  

得  点  率  1相当少  

l十鱒鱒   肉質   脂肪   肩   脇腹   背腰   腿   販売額   

対照区   78   81   84   79   79   79   78．5   405円   

試験区  78．5   79  80   79   79．5  1 79   78．5   554円  

以上のとおカ試験区の屠体は、対照区と比べて、と体の⊥般外観ヤ枝内の長さ囁笹につい   

ては差がをいが、脂肪の厚さにおいて、ヤゝ試験区が劣って知力、帝忙、脂肪色がやゝ汲灰  

砲色を皇じ、・＼ヰた触少忙欠ける等、肉質上の欠陥が認められたた軋削減忙おいて、   

70円余波く評価された。  

掩）飼料の経済性  

本試肇庭用いた雄飼料の経済性を検討ナると、表9から衆10忙示すよう把、飼料幣は試   

乗R 供試飼料の単価（1晦当り）  

屑   屑   ミート  アライ   大 麦   大豆  ＝mイ   雑飼料  検∵定   
塩  

セ／ベイ  ラーメソ  ミ一入′  ミー「几′  全粒粉砕   相   カル  単 価  ▲ 2・号   

I 15   25   る5   25   52   54  40   18  52円55鏡  萱59円  57円25絨   
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乗10．飼料費  

飼  料  費  増体1Ⅹダ当り横内1極当身  
区 分  
検定 卜号   検定2号   雑解職   雷十   飼料費  賛軸受  

対照区  5558円40鏡  るD‘8円0頚受  94Dる円45銭    158円55銭．150円99銭   

再訂験区  占999円45銭  d999円45銭    寸02－粥7・8鏡1【≡5円85践  

験区が約240D円少なく、指数対比すると1口0；74．4とをカ約25褒の節約とは在っ  

ているが、稚内1晦当力飼料費と1文官当り頗売額との叢刊凝では、，対照亘の254円陀対して・  

試験区は250円と売り、肉質低下把よる廣売評価額の値引き把よって経′訝収支上不利となった。   

5．要 約   

都市近郊に流通している雑飼料の飼料価値を究明するため忙、屑センベイkっいて、その着分  

貴を究明するとともに、各種維飼料を配合して、筒カロリー考誹ほ調製してこれを用いで、肥育   

試験を行った療果を専約すれば、つぎのとお少である。  

（1）層センベイのp（＝Pは1．7・でDNは9孔9で‥らった。   

ほ）周セ／ベイをはじめ、暦ラーメソおよぴアライミール、ミートミールを55別記合し、DCP  

14．5。TI）Ⅳ84 の高カロリー。中蛋白飼料佗よる肥育式典の結果、試験区法発育の遅延を  

来たし、飼料漂浪率や1Kダ増体当り飼料韓につぃては慣れていたが、肉質上の欠陥が認められ  

たゝめ、枝肉1相当り販売額と枝肉1勒当少所要飼料費の差利益で姓、試験区が劣ってお・り収  

支上不利となった。  

（3）雑飼料を配合した高カロリー飼料を有効に利用するには、肥育前脚間の栄華審を狭くして使  

用ナる必繋があり、でDN84の場合の栄泰賽は概ね、肥育前期で4．2ン肥育後期て4．8桜庭  

と推定される。  

ー49－   


